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１ 策定目的 

   平成 26 年６月 12 日、静岡、山梨、長野の３県 10 市町村に跨る南アルプスとその

麓の地域がユネスコエコパークに登録されました。 

本市では、10 市町村で目指す自然の恩恵を活かした魅力ある地域づくりを実現する

ため、平成 27 年３月、本市において進める取組の基本方針やこれに基づく施策を示し

た「南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画（静岡市域版）」（以下、「管理運営計

画」という。）を策定しました。 

「南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画（静岡市域版）実行計画」（以下、「実

行計画」という。）は、管理運営計画に掲げる、自然環境の保全、調査・教育、地域の

活性化等の個別事業の内容・スケジュール、評価指標等を示した計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画期間 

管理運営計画の計画期間：10 年間（平成２７年度～平成３６年度） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 

ユネスコ審査 登録 
 

   
 

    定期報告 

実行計画  策定          

 

 

 

 

 

管理運営計画 

実行計画 

 

前 期 後 期 

中間評価・見直し 
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３ 基本事項 

（１）登録範囲 
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（２）管理運営計画の概要 

 

 

「高い山、深い谷が育む生物と文化の多様性」の継承 

 

【基本方針の柱】 

 

 

 

 

 
 

 

 

【基本方針の柱と基本方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

調査と教育
地域の 

 持続的な発展

理念の継承と 

管理運営体制の構築

自然環境 

の保全

■自然や文化を学び、心を育てる環境整備 

■モニタリングの実施と情報の集約 

■地域の魅力の磨き上げと地域振興 

■将来を担う人材育成と受入体制・環境づくり 

■国内外への積極的な情報発信とオール静岡による意識醸成 

■産官学民協働による管理運営体制の構築 

＜基本方針の柱＞ ＜基本方針＞ 

■南アルプスの自然環境の保全 

■つながりを意識した一体的な保全 

■高山帯から山麓に広がる自然環境の保全 

生物多様性の保全の機能 

自然環境の保全 

学術的研究支援の機能 

調査と教育 

経済と社会の発展の機能 

地域の持続的な発展 

３つの機能を支える連携機能 

理念の継承と管理運

営体制の構築 

 

基本理念 



5 

 

４ 事業・組織一覧 
管理運営計画に基づく事業・組織を、管理運営計画の施策体系に沿って示します。 

また、これら事業等の進捗を評価するための評価指標を、基本方針の柱ごとに設定します。 

 
 

 

評価指標 

項目 現状 目標（平成 30年度） 

南アルプスの自然への関心度 48％ 
（平成 27年度） 

54％ 

ライチョウが市内に生息することを知っている人の割合 18％ 
（平成 27年度） 

24％ 

南アルプス主要地域の高山植物種数 15 種 
（平成 25年度） 

15 種 

 

（１）南アルプスの自然環境の保全 

南アルプスの自然環境の保全を進める上での考え方を示している項目であるため、個別事業は掲

載しない。 

 

（２）つながりを意識した一体的な保全 

１）連携・協働体制の強化 

組織№６ 南アルプス高山植物等保全対策連絡会 

組織№７ 南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会 

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会 

２）来訪者のルールづくりと啓発活動の推進 

①南アルプス全体の統一ルール等の啓発 

②畑薙第一ダム以北の来訪者に対するルール等の啓発  

事業№18 静岡市南アルプスユネスコエコパークにおける林道の管理に関する条例の啓発事業  

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会（再掲） 

 

（３）高山帯から山麓に広がる自然環境の保全                                 

  １）高山植物の保護に向けた取組の推進 

   ①保護対策の推進 

   ②保護活動の担い手育成 

事業№13 高山植物保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業） 

組織№６ 南アルプス高山植物等保全対策連絡会（再掲） 

２）ライチョウの保護に向けた取組の推進 

①生息状況等の把握 

②保護対策の検討・実施 

事業№14 ライチョウ保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業） 

１ 自然環境の保全 （生物多様性の保全の機能） 
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３）自然環境の保全と生態系バランスを考慮した保全手法の検討・実施 

①モニタリング結果等を踏まえた適切な対応 

②登山者の環境保全意識の向上 

③オーバーユースによる影響への適切な対応 

④外来植物等の侵入・拡散防止 

事業№10 南アルプス環境調査  

事業№13 高山植物保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№14 ライチョウ保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲）  

組織№６ 南アルプス高山植物等保全対策連絡会（再掲） 

組織№７ 南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会（再掲） 

組織№８ 静岡市南アルプス世界自然遺産登録学術検討委員会 

４）自然景観への配慮 

事業№10 南アルプス環境調査（再掲） 

事業№13 高山植物保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

組織№４ 静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会 

組織№５ 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議 

５）新たな開発等への対応 

①各種法令等の遵守 

②林道周辺の自然環境の保全 

③環境保全措置等の監視 

④ユネスコエコパークの理念に基づく各種施策への配慮 

事業№10 南アルプス環境調査（再掲） 

事業№18 静岡市南アルプスユネスコエコパークにおける林道の管理に関する条例の啓発事業（再掲）  

事業№19 南アルプスユネスコエコパーク地域内林道の管理 

組織№２ 静岡県中央新幹線工事調整連絡会 

組織№３ 静岡市中央新幹線整備対策本部 

組織№４ 静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会（再掲） 

組織№５ 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議（再掲） 
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評価指標 

項目 現状 目標（平成 30年度） 

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家利用学校

の南アルプスユネスコエコパークの認知度 

利用校の約６割が 

認知度 80％以上 
（平成 27年度） 

全校 80％以上 

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家利用学校

教員のユネスコエコパークの理念の認知度 
76％ 

（平成 27年度） 
100％ 

自然体験活動等指導者数 ６人/年 
（平成 27年度） 

10 人/年 

 

（１）自然や文化を学び、心を育てる環境整備 

  １）南アルプス教育の推進 

①南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家における教育プログラムの展開 

②南アルプス環境学習モデル事業の実施 

③教育プログラムや教材の整備・充実 

④ユネスコスクールへの加盟促進 

⑤ネイチャーガイド・コーディネーター等の育成 

⑥教員研修の充実 

⑦教育活動の連携・支援・ネットワーク化  

事業№14 ライチョウ保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲）  

事業№17 南アルプス教育推進支援事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）  

事業№21 南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業 

事業№37 自然体験活動指導者育成講座 

事業№38 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家主催事業 

事業№39 学校教育との連携による野外活動、宿泊指導等の自然体験活動の提供 

事業№42 社会科副読本との連携 

２）体験教育（修学旅行等）や合宿、企業研修の誘致、受入体制の確立 

①地域資源を活かした体験教育の誘致、活性化 

②冷涼な気候を活かした合宿、企業研修の誘致 

③受入体制の整備 

事業№５ 静岡型体験観光推進事業 

事業№39 学校教育との連携による野外活動、宿泊指導等の自然体験活動の提供（再掲） 

事業№40 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、ＰＲ活動 

 

 

 

２ 調査と教育（学術的研究支援の機能） 
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３）教育拠点の整備・充実と効果的な活用 

事業№12 静岡市次世代エネルギーパーク 

事業№20 南アルプスユネスコエコパーク井川ビジターセンター整備・活用（再掲） 

事業№41 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、多目的ホール改修事業 

４）調査研究活動拠点の検討 

 － 

 

（２）モニタリングの実施と情報の集約 

  １）モニタリングの実施 

①自然環境や生活環境の変化の把握 

②学術調査や研究、環境教育等の実施状況の把握 

③地域の歴史的資料や文化財、伝統文化、食文化等の把握 

④社会状況の変化の把握 

事業№７ 井川地域における食文化調査事業 

事業№８ 井川地域の雑穀文化保存活用事業 

事業№13 高山植物保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№14 ライチョウ保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲）  

組織№８ 静岡市南アルプス世界自然遺産登録学術検討委員会（再掲） 

２）産官学民の連携によるモニタリング体制の構築 

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会（再掲） 

組織№10 オクシズ在来作物連絡協議会 

３）自然や文化に関わる情報の集約と活用 

①自然環境に関する情報の集約と活用 

②歴史や文化に関する情報の集約と活用 

事業№７ 井川地域における食文化調査事業（再掲） 

事業№８ 井川地域の雑穀文化保存活用事業（再掲） 

組織№８ 静岡市南アルプス世界自然遺産登録学術検討委員会（再掲） 
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評価指標 

項目 現状 目標（平成 30年度） 

井川地域を訪れてみたいと思う人の割合 81％ 
（平成 27年度） 

84％ 

南アルプスに登ってみたいと思う人の割合 53％ 
（平成 27年度） 

56％ 

井川地域内施設入込客数 160.3 千人 
（平成 25年度） 

168.3 千人 
※平成 25年度比５％増 

 

（１）地域の魅力の磨き上げと地域振興 

１）地域資源のブランド化と販路開拓の支援 

事業№４ 葵区魅力づくり事業 ―地域住民の自立促進事業― 

事業№25 オクシズ在来作物活用事業 

事業№26 地域おこし協力隊配置事業 

事業№27 おらんとこのこれ一番事業 

２）地域資源を活かした新たなプログラム・コースの開発 

事業№５ 静岡型体験観光推進事業（再掲） 

事業№16 静岡市ＭＯＲＩガールプロジェクト（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）  

事業№21 南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業（再掲） 

事業№22 南アルプス周辺登山道整備事業 

事業№25 オクシズ在来作物活用事業（再掲） 

事業№38 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家主催事業（再掲） 

事業№40 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、ＰＲ活動（再掲） 

 ３）積極的な情報発信  

事業№１ 移住希望者向け情報発信事業 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業） 

事業№16 静岡市ＭＯＲＩガールプロジェクト（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業） （再掲）  

事業№25 オクシズ在来作物活用事業（再掲） 

事業№26 地域おこし協力隊配置事業（再掲） 

組織№７ 南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会（再掲） 

４）地域資源の持続可能な利用 

①野生鳥獣対策の推進 

②持続的な森林管理・経営の支援 

③再生可能エネルギーの地域振興への活用 

事業№９ 中山間地域への再生可能エネルギー導入促進事業 

事業№11 静岡市森林環境アドプト事業 

３ 地域の持続的な発展 （経済と社会の発展の機能） 
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事業№24 野生鳥獣被害対策事業 

事業№28 林業担い手育成対策事業 

（２）将来を担う人材育成と受入体制・環境づくり 

１）地域資源をつなげる人材の育成 

①地域マネージャーと特派員の育成 

②ガイドの育成 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№21 南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業（再掲） 

２）地域の担い手育成 

①育成環境の整備 

②移住環境の整備 

③伝統文化等の知識・技術の継承に向けた環境整備 

事業№１ 移住希望者向け情報発信事業（再掲） 

事業№７ 井川地域における食文化調査事業（再掲） 

事業№８ 井川地域の雑穀文化保存活用事業（再掲） 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№21 南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業（再掲） 

事業№23 中山間地移住促進事業 

事業№26 地域おこし協力隊配置事業（再掲） 

組織№10 オクシズ在来作物連絡協議会（再掲） 

３）交流人口の増加 

①１０市町村の連携による交流の促進 

②井川地域における交流人口の増加 

③川根本町との連携 

④広域連携による観光の推進 

⑤地域振興拠点の整備・充実 

事業№３ 井川湖畔遊歩道草刈業務 

事業№５ 静岡型体験観光推進事業（再掲） 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№20 南アルプスユネスコエコパーク井川ビジターセンター整備・活用（再掲） 

事業№30 静岡市道路休憩施設 

事業№40 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、ＰＲ活動（再掲） 

事業№41 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、多目的ホール改修事業（再掲） 

組織№１ 大井川流域振興連絡会 

組織№７ 南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会（再掲） 

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会（再掲） 
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４）観光地としてのレベルアップ 

事業№21 南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業（再掲） 

事業№25 オクシズ在来作物活用事業（再掲） 

事業№30 静岡市道路休憩施設（再掲） 

５）交通アクセスの向上 

①南アルプス地域（畑薙第一ダム以北）へのアクセスの向上 

②井川地域へのアクセスの向上 

③井川～川根本町のアクセスの向上 

④井川地域内の回遊性の向上 

事業№２ 井川湖渡船運航業務 

事業№３ 井川湖畔遊歩道草刈業務（再掲） 

事業№19 南アルプスユネスコエコパーク地域内林道の管理（再掲） 

事業№22 南アルプス周辺登山道整備事業（再掲） 

事業№29 井川地区自主運行バス運行事業 

事業№30 静岡市道路休憩施設（再掲） 

事業№31 道路トンネル補修事業 

事業№32 道路自然災害防除事業（法面） 

事業№33 橋脚のある橋りょうの耐震化 

６）地域住民や来訪者の安全性・利便性・快適性の確保 

①非常事態に備えた体制整備 

②登山における安全性の確保 

③山小屋や井川地域の宿泊施設の安全性・利便性・快適性の向上 

事業№22 南アルプス周辺登山道整備事業（再掲） 

事業№34 千代田消防署井川出張所維持管理 

事業№35 山岳救助体制の充実 

事業№36 ヘリコプター南アルプス活動拠点指定 

組織№11 静岡県山岳遭難防止対策協議会静岡市支部 
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 井川湖渡船 
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評価指標 

項目 現状 目標（平成 30年度） 

南アルプスユネスコエコパークの認知度 51％ 
（平成 27年度） 

54％ 

 

（１）国内外への積極的な情報発信とオール静岡による意識醸成 

１）国内外への積極的な情報発信 

①１０市町村の連携によるプロモーション活動の実施 

②海外への情報発信 

事業№６ 海外プロモーション事業 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会（再掲） 

２）国際対応 

①海外からの来訪者誘致 

②各種情報の多言語化 

事業№５ 静岡型体験観光推進事業（再掲） 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

３）オール静岡による意識醸成 

①南アルプス・井川地域を身近に感じる環境づくり 

②ふるさとの素晴らしさへの気づき、誇り、感謝する心の醸成 

事業№15 普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№16 静岡市ＭＯＲＩガールプロジェクト（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲）  

事業№17 南アルプス教育推進支援事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）（再掲） 

事業№37 自然体験活動指導者育成講座（再掲） 

事業№38 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家主催事業（再掲） 

事業№39 学校教育との連携による野外活動、宿泊指導等の自然体験活動の提供（再掲） 

事業№42 社会科副読本との連携（再掲） 

組織№10 オクシズ在来作物連絡協議会（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 理念の継承と管理運営体制の構築 （３つの機能を支える連携機能） 
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（２）産官学民協働による管理運営体制の構築 

１）南アルプスユネスコエコパーク全体の管理運営体制の構築 

① 南アルプス全体の管理運営体制の構築 

② 学術的知見の集約・活用を担う組織の検討 

組織№９ 南アルプス世界自然遺産登録推進協議会（再掲） 

２）静岡県、川根本町等との連携体制の構築 

組織№７ 南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 井川 雨上がりの朝 
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５ 事業概要 
「４ 事業・組織一覧」で掲載した各事業の概要を示す。 

  
【“実施場所等”のマークの見方】 

◎・・・事業実施場所、又は実施対象範囲が「核心地域」に含まれる 

○・・・      〃          「緩衝地域」  〃 

●・・・      〃         「移行地域」  〃 

◇・・・      〃          上記３地域以外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１
担当課 企画課 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・センター開設
・相談会開催
・ＨＰ構築
・パンフレット作成

・首都圏プロモーション
・ＨＰ運営
・パンフレット配布

事業計画

移住希望者向け情報発信事業

３-（１）-３）、３-（２）-２）-②

　静岡市第３次総合計画に掲げる「人口７０万人の維持」へ寄与するため、東京都
有楽町のふるさと回帰支援センター内に設置した静岡市移住支援センターを中心と
して、主に首都圏在住者を対象とした情報発信を行う。

事業内容

■移住支援センターを中心とした首都圏プロモーション
　センターに相談員を常駐させるとともに、移住相談会等を開催し、移住希望者へ移住情報を発信。

■ホームページによる情報発信
　移住情報や本市の魅力を発信し、移住を促進。
ＨＰＵＲＬ　http://www.city.shizuoka.jp/750_000020.html

■パンフレットの作成・配布
　移住に関する情報を掲載したパンフレットを配布。
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№３
担当課 井川支所 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・維持管理

事業計画

井川湖畔遊歩道草刈業務

３-（２）-３）-⑤、３-（２）-５）-④

　遊歩道の快適な利用と景観の美化を維持するため、遊歩道の除草作業を行う。

事業内容

■遊歩道の維持管理
　井川湖畔遊歩道及び堂平広場の除草作業を実施し、快適な利用と景観を維持。

〈井川湖畔遊歩道の様子〉

除草作業：３回/年、作業面積：2,700㎡/年
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№４
担当課 葵区地域総務課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・地域住民との打ち合わせ
・事業の協働実施

事業計画

葵区魅力づくり事業  ー地域住民の自立促進事業ー

３-（１）-１）

　葵区の地域住民による地域住民活動を支援し、協働で実施することで、住民主体
のまちづくりを目指す。

事業内容

■地域の文化・歴史・自然等の資源や特色を活かしたイベントの協働実施
　地域住民が主体的に地域プロモーションを実施することで、地域住民活動の活性化を図る。

■地域イベント参加型・地域の課題解決参加型の葵トラベラーの実施
　地域住民が自主的に実施している活動又は課題解決
に取り組む活動に、葵区が地域間連携を促進する。

　＜具体的な内容＞
　・地域住民のガイドによるトレッキング
　・地域イベント参加型バスツアー
　・地域の課題解決参加型バスツアー　　等

＜山伏トレッキング：地域住民によるガイド＞ ＜山伏トレッキング：地域住民による販売＞

№５
担当課 観光交流課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・教育旅行誘致活動
・体験プログラムの開発

事業計画

静岡型体験観光推進事業

２-（１）-２）-①、３-（１）-２）、３-（２）-３）-②、４-（１）-２）-①

　地域活性化及び観光振興を図るため、自然や地域資源を活かした体験型観光プロ
グラムを造成し、首都圏や中京圏、東アジアの学校等による教育旅行を誘致する。

事業内容

■教育旅行誘致活動
　台湾の教育旅行関係者を対象とした説明会や、首都圏などの
学校訪問による誘致活動を官民連携のもと実施。

■体験プログラムの開発
　静岡市街地から井川地域も含めた新しい静岡型体験旅行プロ
グラムを開発。体験プログラムの冊子を作成。
　※補助金の交付により実施。

体験プログラム利用件数目標：1,000件/年

わさび漬け体験の様子
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№６
担当課 観光交流課 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・現地プロモーション
・情報発信

海外プロモーション事業

事業計画

■現地プロモーション
　現地セミナーや商談会へ参加し、旅行エージェント等へ静岡市
のＰＲを実施。
　静岡県台湾事務所、ソウル事務所などへパンフレット配架。

■フェイスブック、現地旅行雑誌を活用した情報発信
　ブログ、フェイスブック、インスタグラム、旅行雑誌等を活用
し、各現地の人目線で静岡市の魅力を発信。

事業内容

　本市の認知度向上及び誘客を図るため、台湾、韓国、タイを中心とした海外プロ
モーションを展開する。

４-（１）-１）-②

台湾での商談会の様子

№７
担当課 歴史文化課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・現地調査
・調査結果の公表
・活用方法の検討

・地域住民主体による調査成果の活用

事業計画

井川地域における食文化調査事業

２-（２）-１）-③、２-（２）-３）-②、３-（２）-２）-③

　井川地域の豊かな食文化を調査し、活用していくための基盤づくりを行う。

事業内容

■現地調査
　専門家による井川地域の在来作物調査を実施するとともに、現地での聞き取り調査や在来作物等の栽
培から加工までを記録。

■調査成果の公表（報告書等の作成）
　調査結果をとりまとめ、報告書を公表。
　活用方法を検討し、地域住民主体による
調査成果の活用を促進。

〈雑穀の移植作業〉 〈井川に伝わる在来作物〉
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№８
担当課 歴史文化課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・交流事業の実施

事業計画

井川地域の雑穀文化保存活用事業

２-（２）-１）-③、２-（２）-３）-②、３-（２）-２）-③

　雑穀品種（10品種）を保存し、栽培・加工技術を継承するため、地域住民と市
民の交流事業を実施する。

事業内容

■交流事業の実施
　地元保存団体と連携し、雑穀品種の栽培から加工について市民との交流事業を実施。
　現存する雑穀品種のうち、継承が危ぶまれている７品種の栽培技術や雑穀を利用した伝統食を継承。

〈脱穀体験〉〈種まき体験〉 〈コウボウキビのショートブレッド（試作品）〉

№９
担当課 環境創造課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・まちづくりモデルの策定 ・まちづくりモデルの推進

事業計画

中山間地域への再生可能エネルギー導入促進事業

３-（１）-４）-③

　本市の豊かで多様な自然エネルギーを活用するため、地域振興を軸とした導入モ
デルを構築し、住民発意による再生可能エネルギー導入の取り組みを促進する。

事業内容

■まちづくりモデルの策定
　　太陽光や風力などの自然エネルギーが豊富な里地里山（中山間）地域を対象に、詳細な賦存量調査
　や導入設備・導入手法などの検討を行い、地域に即した導入モデルを構築。
　＜平成27年度スケジュール＞
　　８月　　　　　住民説明会の開催（葵区１回、清水区１回開催）
　　　　　　　　　モデル地区の選定（３地区）
　　９月　　　　　住民との打合せ実施【１回目】
　　10月～11月　賦存量調査、導入設備の検討、資金調達及び推進体制の検討
　　11月～ ３月　住民との打合せ実施【適宜】
　　３月　　　　  まちづくりモデルの策定

■まちづくりモデルの推進
　　策定したモデルに基づく各種調査を実施し、再生可能エネルギーの導入に向けた支援を行う。
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№10
担当課 環境創造課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・工事前現況把握調査 ・モニタリング

事業計画

南アルプス環境調査

１-（３）-３）-①、１-（３）-４）、１-（３）-５）-③、

　南アルプス地域内における中央新幹線建設事業の実施に伴う環境変化を把握
するため、各種調査を実施する。

事業内容

■工事前現況把握調査
　ユネスコエコパーク登録地域及びその周辺地域において各種
調査を実施し、その結果を公表する。
　実施調査：大気質、騒音・振動、水質、動植物、景観、水循環

■モニタリング
　上記調査結果を踏まえ、必要なモニタリングを行う。

＜大気質調査＞ ＜水質質調査＞

№11
担当課 環境創造課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

　　

　　　　　　・井川地域における森林整備計画の検討、準備　　　・整備実施

静岡市森林環境アドプト事業

３-（１）-４）-②

　二酸化炭素の地産地消を推進するため、間伐等の森林整備を実施する。

事業内容

■森林整備計画の検討・整備実施
　森林地域の恩恵を受ける都市地域の企業・団体等の寄附により、二酸化炭素の吸収に必要な森林の整
備を行う。
　【実績】
　　平成23年度　葵区俵峰地区　7.8ha
　　平成24年度　葵区俵峰地区　8.8ha
　　平成25年度　葵区俵峰地区　8.3ha
　　平成26年度　葵区俵峰地区　7.2ha
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№12
担当課 環境創造課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・普及啓発、活用推進

■普及啓発
　各種広報媒体を活用して静岡市次世代エネルギーパークを広報し、次世代エネルギーに関する普及啓
発を行う。

■活用推進
　静岡市次世代エネルギーパークの学校等における環境教育、社会見学での活用を推進。

【南アルプスユネスコエコパークの次世代エネルギーパーク関連施設】
 ・静岡市南アルプス赤石温泉「白樺荘」[バイオマス熱利用]  ・井川発電所（井川ダム）[水力発電]
 ・中部電力井川展示館[水力発電]　　　　　　            　     ・畑薙第一発電所（畑薙第一ダム）[水力発電]

事業計画

静岡市次世代エネルギーパーク

２-（１）-３）

　市民の次世代エネルギーに対する理解増進を図るため、静岡市次世代エネルギー
パークの情報を発信する。

事業内容

№13
担当課 環境創造課 実施場所等 ◎、○、●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・防鹿柵設置、維持管理

・担い手育成（保護セミナー開催）

■防鹿柵の設置・維持管理
　設置場所：中岳避難小屋周辺（ｸﾛﾕﾘ群生地）
　　　　　　千枚小屋周辺（ｵｵｻｸﾗｿｳ生育地）

■高山植物保護セミナー
　　高校生等を対象にニホンジカによる高山植
　物への食害を学ぶとともに、その対策となる
　防鹿柵の設置等の実体験を通して、将来に渡
　り南アルプスの保全活動を担うための人材を
　育成する。

事業計画

高山植物保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）

１-（３）-１）-①、１-（３）-３）-②、１-（３）-４）、２-（２）-１）-①

　ニホンジカの食害等から高山植物を保護するため、防鹿柵の設置及び維持管理を
行うとともに、将来の担い手育成を図るため、「高山植物保護セミナー」を実施す
る。

事業内容

<上：ｸﾛﾕﾘ、下：ｵｵｻｸﾗｿｳ><高山植物保護セミナー>
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№14
担当課 環境創造課 実施場所等 ◎、○、●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・生息状況把握調査
・普及啓発事業の実施

・サポーター制度の創設 ・サポーター制度の運営

■ライチョウの生息状況把握調査
　調査内容：目視調査、痕跡調査、生息環境圧迫要因調査
　調査場所：南アルプス南部（聖岳、茶臼岳、イザルガ岳等）

■ライチョウサポーター制度（仮称）の創設・運営
　　ライチョウの生息状況を登山者等と継続的に調査する仕組み
　を構築するため、調査能力を持った登山者を養成する講座を開
　催する。修了者をライチョウサポーター（仮称）に認定し、サ
　ポーターからの発見情報を集約することでライチョウの生息状
　況を把握する。

事業計画

ライチョウ保護事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）

１-（３）-２）-①・②、１-（３）-３）-②、２-（１）-１）-③、２-（２）-
１）-①

　国の特別天然記念物に指定されており、その世界生息地の南限が本市・イザルガ
岳であるライチョウの保護を推進するため、生息状況把握調査を実施するととも
に、保護活動に取り組む担い手を育成する。

事業内容

№15
担当課 環境創造課 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・構成市町村連携による情報発信
・市内、県内における情報発信

・海外への情報発信

・地域住民の意識醸成

・首都圏での情報発信

■井川地域住民の意識醸成
■南アルプスユネスコエコパーク構成市町村との連携による情報発信
■市内・県内における情報発信
　各種イベントへの参加や市フェイスブック等を活用した情報発信。
■首都圏での情報発信
　登山イベント等への参加。
■海外への情報発信
　ＨＰの多言語化や多言語化パンフレットの作成。

事業計画

普及啓発事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）

３-（１）-３）、３-（２）-１）-①、３-（２）-２）-①、３-（２）-３）-③、
４-（１）-１）-①・②、４-（１）-２）-②、４-（１）-３）-①

　南アルプスユネスコエコパークの魅力・価値を発信するとともに、交流人口の増
加に資するため、関係市町村等との連携による情報発信など、各種啓発事業を実施
する。

事業内容
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№16
担当課 環境創造課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・ＨＰ構築、情報発信
・井川地域の魅力発見
・イメージソング作成、活用

・ＨＰによる情報発信

・イメージソングの活用

■ホームページによる情報発信（SNSの活用）
　若い女性目線のホームページを構築し、女性が嬉しい南アルプス・井川地域の情報を発信。

■井川地域の魅力発見
　若い女性が井川地域を来訪し、女性目線の地域の魅力を
ホームページ等で発信。

「南アルプス de 深呼吸　南プス」ＨＰ　ＵＲＬ　http://nanpusu.jp/index.html
■南アルプスユネスコエコパークのイメージソングによる普及啓発

事業計画

静岡市ＭＯＲＩガールプロジェクト（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）

３-（１）-２）・３）、４-（１）-３）-①

　南アルプスユネスコエコパークの各種取組おいて重要な人材育成、後継者育成、
交流人口の増加に資するため、各種メディアを活用し、南アルプス・井川地域の魅
力を若い世代（20代～30代）へ発信する。

事業内容

№17
担当課 環境創造課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度
・教育教材の作成

・利用手引きの作成
・教員等研修の実施

・教育教材貸出
・利用手引きの配布

■教育教材の作成
　　南アルプスユネスコエコパークに関する教育ビデオやライチョウ模型
   などの各種教材を作成。

■利用手引きの作成
　　各種教材を学校の授業や地域の体験プログラム等に活用する際の手引き
　を作成。

■教員等研修の充実
　教材、手引きの利用に関する教員等を対象とした研修を実施。

事業計画

南アルプス教育推進支援事業（南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画推進事業）

２-（１）-１）-①・②・③・⑤・⑦、４-（１）-３）-②

　人と自然の共生を目的とするユネスコエコパークの考え方や市内の各種取組を広
めていくため、南アルプスや井川地域の自然や歴史文化、伝統をテーマとした教育
の推進を図る。

事業内容

<ﾗｲﾁｮｳ親子の模型>
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№18
担当課 治山林道課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・ＨＰへ掲載
・標識の付替え

・ＨＰの維持管理
・標識の維持管理

事業計画

静岡市南アルプスユネスコエコパークにおける林道の管理に関する条例の啓発事業

１-（２）-２）-②、１-（３）-５）-②

　南アルプスユネスコエコパーク地域内の林道の適正な利用及び通行の安全を確保
するため、条例の普及啓発を行う。

事業内容

■ホームページによる啓発
　ホームページに条例に関する情報を掲載し、条例の
普及啓発を図る。

■現地への標識設置による啓発
　南アルプスユネスコエコパーク地域内の林道標識を
条例の啓発事項を加えた標識に付け替え（18箇所）、
条例の普及啓発を図る。

〈林道中野線標識〉

№19
担当課 治山林道課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・林道管理
・ゲート管理

事業計画

南アルプスユネスコエコパーク地域内林道の管理

１-（３）-５）-②、３-（２）-５）-①

　南アルプスユネスコエコパーク地域内の林道の適正な利用及び通行の安全を確保
するため、林道の管理及びゲートにおける通行車両の管理を実施する。

事業内容

■林道管理
　南アルプスユネスコエコパーク地域内林道18路線
についてパトロールによる林道管理を実施する。

■ゲート管理
　林道東俣線については、ゲートにおける通行車両
の管理を実施する。

〈林道東俣線ゲート〉
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№20
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・施設改修（完了） ・情報発信等

南アルプスユネスコエコパーク井川ビジターセンターの整備・活用

２-（１）-３）、３-（２）-３）-⑤、

　南アルプスユネスコエコパークへの来訪者の増加を図るため、南アルプスユネス
コエコパークビジターセンターを整備し、情報発信の拠点等として活用する。

事業内容

■施設改修
　南アルプスの自然や井川地域の歴史、伝統文化、暮らしを
来訪者に伝える展示物を設置する等、南アルプスユネスコエ
コパークの拠点施設である南アルプスユネスコエコパーク
井川ビジターセンターの改修を行う。
　＜整備内容＞
　　・展示物設置
　　・デッキ設置
　　・駐車場整備　他

■施設の活用
　地域の観光情報を発信するとともに、自然・歴史・文化等の学習の場として活用する。

事業計画

〈南アルプスユネスコエコパーク井川ビジターセンター〉

№21
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・ガイド養成講座
・モデルコース作成 ・まち歩きツアー開催

南アルプスユネスコエコパークガイド養成事業

２-（１）-１）-⑤・⑦、３-（１）-２）、３-（２）-１）-②、３-（２）-２）-
①、３-（２）-４）

　井川地域来訪者の満足度向上、集客の拡大を図るため、地域住民を対象としたガ
イド養成講座を実施する。

事業内容

■ガイド養成講座の開催
　井川地域住民に地域の魅力を再認識してもらうとともに、ガイド事業において必要な知識を習得して
もらうため、登山や自然散策、まち歩きに関する講座を開催。

■モデルコースの作成
　ガイド養成講座にて、まち歩きのモデルコースを作成。

■まち歩きツアーの開催
　モデルコースを用いて、実際に地域住民が案内するツ
アーを開催。

事業計画

〈井川本村集落内を案内する地域ガイド〉
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№22
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・吊り橋地質調査・測量等
・新規登山道調査
・登山道修繕

・吊り橋整備

南アルプス周辺登山道整備事業

３-（１）-２）、３-（２）-５）-④、３-（２）-６）-②・③

　南アルプス登山者の安全性・利便性を確保するため、登山道の整備を行う。

事業内容

■吊橋や新規ルート整備
　＜整備内容＞
　・吊橋架橋（椹島～千枚岳ルート上）
　・新規登山道ルート調査
　・沼平登山指導センター整備

■既存登山道の整備
　崩落個所の修繕や仮設う回路の整備を実施し、
登山者の安全を確保。

事業計画

〈登山道崩落箇所〉

№23
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・空き家情報の発信
・移住者促進支援
・受入地域支援

中山間地移住促進事業

３-（２）-２）-②

　中山間地域に存在する空き家をホームページで紹介し、移住者及び受入地域を支
援することで移住を促し、過疎化の深刻な中山間地域の集落、コミュニティの維持
及び活性化を図る。

事業内容

■空き家情報の発信
　ホームページ「中山間地域空き家情報バンク」による情報発信。

　ＵＲＬ　http://www.okushizuoka.jp/live/article/000689.html

■移住者支援
　・空き家情報バンクに掲載されている賃貸住宅の改修にかかる経費
　　を補助「中山間地域移住者用住宅改修事業補助金」を交付する。
　・移住後５年間の生活の様子を情報発信し、市の実施する移住促進
　　事業に協力する者に「移住報奨金」を交付する。
■受入地域支援
　・地域が実施する移住促進活動にかかる費用を補助する「移住促進
　　事業補助金」を交付する。

事業計画

移住促進事業補助金の補助事業
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№24
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・助成
・有害鳥獣捕獲等

野生鳥獣被害対策事業

３-（１）-４）-①

　野生鳥獣による農作物等の被害を防除するため、農林業者等への助成、有害鳥獣
の捕獲、被害実態の把握、被害対策検討等を行う。

事業内容

■農林業者等への助成
　「静岡市野生鳥獣被害防除事業補助金」により、鳥獣被害防除用資材や鳥獣被害防除用家畜の購入経
費を補助。

■有害鳥獣捕獲等
　有害鳥獣の捕獲や実態把握、対策検討等を実施。

事業計画

平成30年度までに野生鳥獣防除面積 400ha（中山間地全域の目標）

〈地域一体型防護柵〉

№25
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・普及啓発

オクシズ在来作物活用事業

３-（１）-１）・２）・３）、３-（２）-４）

オクシズ在来作物の保全・活用を通じて、着地型観光を促進する。

事業内容

■在来作物の普及啓発
　<具体的な取組>
　・オクシズ在来作物カタログの作成
　・オクシズレストランの開催（試食会）
　・オクシズマルシェの開催（在来作物等
　　地域の特産品による朝市会）

事業計画

〈在来作物（サトイモ）と伝統的な食べ方〉 〈復活した焼畑農法〉
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№26
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・募集
・住宅修繕
・３名配置（井川地域）

・協力隊による地域おこし

地域おこし協力隊配置事業

３-（１）-１）・３）、３-（２）-２）-②

　井川地域を含めた中山間地域へ地域おこし協力隊を配置し、地域おこしに資する
ことにより、地域の情報を全国に発信し、地域の産物のブランド化推進や来訪者の
増加を図る。

事業内容

■地域おこし協力隊の募集等
　<具体的な取組>
　・地域おこし協力隊募集に関する事業
　・地域おこし協力隊用住宅の修繕
　・地域おこし協力隊の配置

事業計画

地域おこし協力隊募集ポスター 募集相談会

№27
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・地域の活動支援

おらんとこのこれ一番事業

３-（１）-１）

　中山間地域の資源を活用し、住民が自ら地域の活性化と集落の維持を実現するた
め、これらに取り組む地域の活動を支援する。

事業内容

■地域の活動支援
　「静岡市おらんとこのこれ一番事業補助金」により、地域資源を活用した振興事業を計画、実行する
住民団体に対して補助金を交付し、地域住民自らが組織した団体が地域独自の資源を活用して行う活性
化活動を支援。

＜実績＞
・両河内地区　清水・両河内ファームリゾートづくりプロジェクト
・清沢地区　　清沢式　食と花のむらづくり事業
・玉川地区      食でつながるコミュニティー　IN　玉川

事業計画

平成30年度までに新規事業８件認定（中山間地全域の目標）

〈玉川地区認証式の様子〉
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№28
担当課 中山間地振興課 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・補助金等の交付

事業計画

林業担い手育成対策事業

３-（１）-４）-②

林業労働災害の発生防止等を支援するため、各種補助金を交付。

事業内容

■補助金等の交付
　<林業労働安全衛生対策事業補助金>
　　労働災害防止等の就労環境改善に必要な経費を助成。

　<林業労務者振動病対策事業補助金>
　　林業、製材業関係者が振動機械の使用による障害の予
　防対策の一環として実施する特殊健康診断に対する補助。

〈安全パトロールの実施〉

№29
担当課 交通政策課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・自主運行バスの運行
　（366日稼働） （運行継続、必要に応じて再編。365日稼働/年）

事業計画

井川地区自主運行バス運行事業

３-（２）-５）-④

　井川地域内の移動手段の利便性向上を図るため、自主運行バスを運行する。

事業内容

■自主運行バスの運行
　住民の移動手段の確保並びに学童輸送や観光客にも対応した自主運
行バスを運行。
　・観光客対応：７、８、１０、１１月の土日祝の運行ダイヤを増便
　・地域への対応：自主運行バスとスクールバスの統合により、井川
　　　　　　　　　地域内の運行ダイヤを充実
　・運行ルート：静岡市葵区横沢～南アルプス赤石温泉白樺荘

〈自主運行バス てしゃまんくん〉
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№30
担当課 道路計画課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・広報活動
・オクシズドライブマップ
リニューアル

事業計画

静岡市道路休憩施設

３-（２）-３）-②・⑤、３-（２）-４）、３-（２）-５）-②

　『静岡市道路休憩施設』は、既存の観光・地域振興施設と連携を図り、道路利用
者へ駐車場とトイレを提供することで、道路利用者の安全性及び利便性を向上させ
ることを目的としている。また、連携により観光・地域振興施設では地域と道路利
用者との新たな交流が期待される。

■静岡市道路休憩施設登録箇所への案内看板設置
　・H２６年度末までに20箇所を登録し、案内看板
　　を設置。
　・案内看板は１施設につき、直近1箇所、予告4箇
　　所を標準とする。

■広報活動
　・オクシズドライブマップの作成、配布
　・取組み内容のリーフレット作成、配布

〈施設の例（真富士の里）〉〈オクシズドライブマップ〉

№31
担当課 道路保全課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・補修工事
・調査、設計

事業計画

道路トンネル補修事業

３-（２）-５）-②・③

　地域住民、来訪者の安心・安全を確保し、交通アクセスの向上を図るため、トン
ネル点検による要補修箇所の補修を実施する。

事業内容

■トンネル補修
　トンネル点検によって補修が必要と診断されたトンネルの
補修事業を実施。
　未補修５トンネルの内、南アルプスユネスコエコパークエ
リアについては、４トンネルの調査・設計、対策工事を実施。
　
　＜ユネスコエコパークエリア内対象トンネル＞
　（主）南アルプス公園線
　　・田代１号トンネル
　　・田代４号トンネル
　　・田代５号トンネル
　　・田代７号隧道 〈炭素繊維等による補修〉



31 

 

 

 

№32
担当課 道路保全課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度
・測量、設計
・用地測量
・用地買収、補償

・対策工事

道路自然災害防除事業（法面）

３-（２）-５）-②

　地域住民、来訪者の安心・安全を確保し、交通アクセスの向上を図るため、道路
防災点検による緊急輸送路上の要対策箇所の対策を実施する。

事業内容

■道路法面の自然災害対策
　道路防災点検によって緊急・早期に法面対策が必要と評価された箇所の
内、緊急輸送路上の要対策箇所について事業を優先的に実施。
　未対策23箇所の内、南アルプスユネスコエコパークエリアについては、
４箇所の測量・設計、用地測量、用地買収・補償、対策工事を実施。
　
　＜ユネスコエコパークエリア内対象道路＞
　（主）南アルプス公園線
　　・井川日向１、２　　・井川スネ沢
　　・井川石ダル

事業計画

〈落石防止網等による対策〉

№33
担当課 道路保全課 実施場所等 ●、◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

橋脚のある橋りょうの耐震化

３-（２）-５）-②・③

　地域住民、来訪者の安心・安全を確保し、交通アクセスの向上を図るため、橋
りょうの耐震化を実施する。

事業内容

■橋りょうの耐震化
　平成7年に甚大な被害をもたらした阪神・淡路大震災において、
橋脚のある橋に被害が集中したことから、平成34年度までに
橋脚のある197橋の耐震化を優先的に実施。
平成26年度時点で105橋は耐震化を実施済。
　＜ユネスコエコパークエリア内対象橋りょう＞
（主）南アルプス公園線　赤土沢橋（平成25年３月15日完成）
（主）井川湖御幸線　　　 前川橋（平成31年度予定）
（市）上坂本線　　　　　 所沢橋（平成31年度予定）

事業計画

平成30年度までに、橋脚がある橋りょう92橋を耐震化

〈橋脚巻立て工による耐震対策〉
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№34
担当課 消防総務課 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・消防体制の維持

事業計画

千代田消防署井川出張所維持管理

３-（２）-６）-①

　井川地域住民等の安全を確保し、非常事態に備えた体制を整備するため、井川地
域における消防体制を維持。

事業内容

■消防体制の維持
　井川地域の消防、救急を担う拠点施設となる千代田消防署
井川出張所庁舎の維持管理。

〈静岡市千代田消防署井川出張所〉

№35
担当課 消防総務課 実施場所等 ◎、○、●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・山岳救助体制の充実

山岳救助体制の充実

３-（２）-６）-①・②

　地域住民や来訪者の安全を確保するため、消防航空隊、山岳救助隊を設置し、山
間地域で事故発生時に、捜索、救出、救護を実施する。

事業内容

■山岳救助体制の充実
　千代田消防署しずはた出張所に山岳救助隊を設置し、
消防航空隊と連携して山間地域において事故が発生した
際には、捜索、救出、救護を実施。

事業計画

〈静岡市千代田消防署しずはた出張所山岳救助隊〉
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№36
担当課 航空課 実施場所等 ◎、○、●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・登山調査及び上空調査
・資料作成及び配布
（概ね完成により事前配布
済み）

・〈継続〉資料作成及び配
布（完成版再配布）

事業計画

ヘリコプター南アルプス活動拠点指定

３-（２）-６）-①

　登山者等の非常事態へ迅速に救助・救急対応をするため、登山道にヘリコプター
のレスキューポイント及び着陸場を指定する。

事業内容

■登山調査・上空調査
　南アルプスの森林限界以下（樹林帯）登山道に、ヘリ
コプターから救助隊員をホイスト等で投入できる場所を
指定するため、登山調査及びヘリコプターによる上空か
らの調査・写真撮影を実施。

■資料作成・配布
　南アルプス活動拠点資料を作成し、関係機関に配布し、
他機関との連携による対応を推進。

〈ヘリコプターによる救助活動の様子〉

№37
担当課 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・指導者育成

自然体験活動指導者育成講座

２-（１）-１）-①・⑤、４-（１）-３）-②

 南アルプスユネスコエコパーク、自然の素晴らしさを伝えることのできる指導者を
育成し、自然の家や、地域で自然体験活動を推進できる人材を育成する。

事業内容

■指導者育成
　自然体験活動を推進できる人材を育成するため、自然の家
にて各種講習会を開催し、受講者を自然体験活動指導者とし
て認定。
　<講座内容>
　・南アルプスユネスコエコパーク学習会
　・救急救命講習
　・ネイチャーゲーム、ガイドハイク、ナイトハイク、自炊
　　活動、テント張り
　・活動プログラムの立案　等

事業計画

〈指導者育成講座 リスクマネジメント研修〉
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№38
担当課 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・主催事業の実施

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家主催事業

２-（１）-１）-①・③、３-（１）-２）-①、４-（１）-３）-①・②

　南アルプスユネスコエコパークである井川の魅力に触れ、自然の素晴らしさを五
感を通して味わい、新しい仲間と協力して学習したり、家族の絆を深める。

事業内容

■主催事業の実施
　南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家を中心とし
た地域資源の魅力を伝えるため、小中学生や家族を対象と
した各種イベントを開催。

　<イベント内容>
　＝小中学生対象＝
　・トム・ソーヤ○○キャンプ
　　（スプリング、サマー、オータム、ウインター）
　＝家族・グループ対象＝
　・井川de○○
　（山菜グルメ、バーベキュー、在来作物、紅葉狩り、クラフト、クリスマス、雪遊び、雪まつり）

事業計画

事業内容をイメージできる写真の掲
載をお願いします。

〈トム・ソーヤサマーキャンプ 山伏登山〉

№39
担当課 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・自然体験活動の提供

学校教育との連携による野外活動、宿泊指導等の自然体験活動の提供

２-（１）-１）-①・③、２-（１）-２）-②・③、４-（１）-３）-②

　南アルプスユネスコエコパークである井川の大自然の中で、自然の素晴らしさを
感じさせるとともに、学校目標や、クラス目標の達成のために、学校と協力し事業
を行う。

事業内容

■学校教育への自然体験活動の提供
　小中学校の野外活動、宿泊訓練を受け入れ、地域資源を
活用した体験プログラム等を提供。
　
　<体験プログラム>
　・南アルプスユネスコエコパーク学習会
　・命をいただく学習（あまごの串焼き体験）
　・ウォークラリー、ハイキング、ナイトハイク等

事業計画

事業内容をイメージできる写真の掲
載をお願いします。

〈南アルプスユネスコエコパーク学習会〉
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№40
担当課 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・ＰＲ活動

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、ＰＲ活動

２-（１）-２）-①・②、３-（１）-２）、３-（２）-３）-②

　ユネスコエコパークに登録された南アルプス、井川の魅力をＰＲし、自然の家の
利用率の向上を図る。

事業内容

■ＰＲ活動
　・パンフレット作成
　・ホームページの作成
　・静岡県が行う、東京名古屋大商談会に参加
　・首都圏ＰＲ事業に同行
　・名称変更に伴い看板のリニューアル

事業計画

事業内容をイメージできる写真・図等
の掲載をお願いします。

〈タイトル〉

№41
担当課 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家 実施場所等 ●

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・施設改修

事業計画

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、多目的ホール改修事業

２-（１）-３）、３-（２）-３）-⑤

　多目的ホール（旧体育館）の安全、安心な利用を推進するため、施設の改修を行
う。

事業内容

■施設改修
　南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家、多目的ホール（旧中央体育館井川分館）の屋根の全面
改修。
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№42
担当課 学校教育課 実施場所等 ◇

関連施策番号

事業目的

27年度 28年度 29年度 30年度

・副読本の改訂、配布

事業計画

社会科副読本との連携

２-（１）-１）-③、４-（１）-３）-②

　具体的な社会的事象を学ぶための社会科副読本を編集・改訂し発行することによ
り、各校の授業の充実を図るとともに、児童に静岡市の一員としての自覚、静岡市
に対する誇りと愛情をもたせる。

事業内容

■社会科副読本の作成（改訂）・配布
　年間４回の社会科副読本改訂委員会を開催し、内容検討、
執筆を行う。改訂版社会科副読本を年度末に各学校に配布
し新年度の社会科の授業において活用する。

・平成２７年度中に平成２８年度版小学校社会科副読本改
　訂委員会を開催(年４回)する。
・平成２７年度中に平成２８年度版小学校社会科副読本を
　発行する。
・平成28年度版より、オクシズ及び南アルプスユネスコエ
　コパークに関する内容を新規掲載する。

〈小学校社会科副読本P25～26「自然を守り、自然を生かす」〉
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６ 組織概要 
「４ 事業・組織一覧」で掲載した各組織の概要を示す。 

 

 

 

 

 

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

№１
大井川流域振興連絡会

【事務局】島田市

企画課、環境創造課、観光交流課

島田市、吉田町、川根本町、静岡市、大井川鐵道(株)

　大井川流域における連携・協力体制の強化を図り、流域振興に関する諸施策を推
進するため、次の事業を行う。
・流域振興に関する連携協力及び情報の交換
・流域振興に関する調査研究及び各種事業の推進
・その他本会の目的を達成するために必要な事業

３-（２）-３）-②・③・④

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

№２
静岡県中央新幹線工事調整連絡会

【事務局】静岡県及び静岡市

企画課

１-（３）-５）-③

（静岡県）
・交通基盤部政策監、交通基盤部河川砂防管理課、交通基盤部河川企画課、交通基
盤部森林保全課、土木事務所維持管理課、土木事務所企画検査課、中部農林事務所
治山課
（静岡市）
・企画局企画課、環境局環境創造課、経済局農林水産部治山林道課、経済局農林水
産部中山間地振興課、建設局道路部道路計画課、建設局土木部土木管理課、都市局
都市計画部開発指導課、都市局建築部建築指導課

　静岡県内の中央新幹線の工事調整を円滑に行うため、本連絡会において次の事項
を所掌する。
・中央新幹線の工事計画に係る情報共有に関すること
・中央新幹線の工事計画に係る総合調整に関すること
・その他、上記の目的を達成するために必要な事項に関すること
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関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

　本市の中央新幹線整備対策において、南アルプスの自然環境保全と利用、地域の
住民の生活環境保全と地域の活性化、中央新幹線工事の安全と事故防止、道路の管
理について、総合調整および推進を行うため、本対策本部において次の事項を所掌
する。
・中央新幹線整備対策に関する総合調整及び推進に関すること
・その他中央新幹線対策に必要な事項に関すること

静岡市中央新幹線整備対策本部

【事務局】静岡市
№３

１-（３）-５）-①・②・③・④

企画課

本部長：副市長
本部委員：総務局長、企画局長、財政局長、市民局長、葵区長、
　　　　　観光交流文化局長、環境局長、経済局長、都市局長、建設局長、
　　　　　消防局長
幹事会：企画局次長（会長）
　　　　政策法務課長、企画課長、財政課長、井川支所長、
　　　　葵区地域総務課長、観光交流課長、環境創造課長、環境保全課長、
            ごみ減量推進課長、廃棄物対策課長、収集業務課長、治山林道課長、
            中山間地振興課長、開発指導課長、道路計画課長

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

増澤　武弘、岩堀　恵祐、土屋　智、安田　進、長谷川　裕彦

　静岡市域内において施工される中央新幹線品川・名古屋間建設工事及びこれに付
帯する関係事業（以下、「中央新幹線建設事業」という。）により生ずる環境等に
関する影響について自主的に評価するにあたり、有識者の意見を聴取し協議するた
め、本協議会において次の事項を所掌する。
・中央新幹線建設事業により生ずる環境等に関する影響について意見を述べること
・上記に掲げるもののほか、本協議会の目的を達成するにあたり市長が必要がある
と認める事項

№４
静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会

【事務局】静岡市

１-（３）-４）、１-（３）-５）-①・②・③・④

環境創造課
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関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

環境創造課及び関係課

学識経験者、地元住民の代表
(オブザーバー：行政）

　静岡県環境影響評価条例の目的に則り、中央新幹線の建設工事及び供用後におい
て、地域住民の生活環境、周辺地域の自然環境及び大井川流域全体の水資源が適切
に保全されるよう、事業者である東海旅客鉄道株式会社（以下、「事業者」とい
う。）が実施する事業が環境に与える影響を継続的に確認するとともに、環境保全
措置についての助言等を通じ環境影響の提言を図るため、本連絡会議において、次
に掲げる業務を行う。
・事業者が実施する調査結果等の確認及び環境保全措置等の評価
・現地調査
・関係機関との情報交換
・上記3事項に基づく事業者への助言
・静岡県環境影響評価審査会からの求めに応じた審議
・その他知事が必要と認める事項

№５
静岡県中央新幹線環境保全連絡会議

【事務局】静岡県

１-（３）-４）、１-（３）-５）-①・②・③・④

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

１-（２）-１）、１-（３）-１）-①、１-（３）-３）-③

環境創造課、中山間地振興課

林野庁中部森林管理局、環境省関東地方環境事務所、山梨県、長野県、静岡県、韮
崎市、南アルプス市、北杜市、早川町、飯田市、伊那市、富士見町、大鹿村、静岡
市及び川根本町の各担当部署

　南アルプス国立公園及び隣接する地域における高山植物等保全対策に関し、次に
掲げる事項について、情報交換を行う。
・各構成機関の取組及びその効果に関すること
・各構成機関が収集した知見に関すること

№６
南アルプス高山植物等保全対策連絡会

【事務局】環境省関東地方環境事務所
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関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

１-（２）-１）、１-（３）-３）-②、３-（１）-３）、３-（２）-３）-③・④、
４-（２）-２）

環境創造課、観光交流課、中山間地振興課、井川支所

静岡森林管理署、天竜森林管理署、静岡県、静岡市、川根本町、（株）特種東海
フォレスト、中部電力（株）静岡支店、しずてつジャストライン（株）、川根本町
森林レクリエーション推進協議会、自然公園指導員

　南アルプスユネスコエコパークの理念に基づき、静岡県域及び周辺地域の自然環
境の保全と文化の継承を図るため、次の事業を推進する。
・南アルプス周辺地域の自然環境の保全に関すること
・南アルプス周辺地域の調査、教育に関すること
・南アルプス周辺地域の地域活性化の取組に関すること
・ユネスコエコパークの理念の共有及び普及に関すること

№７
南アルプスユネスコエコパーク静岡地域連携協議会

【事務局】静岡市

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

１-（３）-３）-①、２-（２）-１）-①・②、２-（２）-３）-①

環境創造課

委員長：佐藤博明、副委員長：増澤武弘
委　員：板井隆彦、狩野謙一、熊野善介、高橋真弓、中村羊一郎、
　　　　平野潤（静岡県）、三宅隆、湯浅保雄
オブザーバー：鈴木康平、仁田晃司（環境省南アルプス自然保護官事務所）、
                     長島吉治

次に掲げる事項に関する学術的な調査及び検討を行う。
・南アルプスの学術的知見の集積に関すること
・南アルプスの保護担保措置の検討に関すること

№８
静岡市南アルプス世界自然遺産登録学術検討委員会

【事務局】静岡市



41 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

１-（２）-１）、１-（２）-２）-①、２-（２）-２）、３-（２）-３）-①、４-
（１）-１）-①、４-（２）-１）-①・②

環境創造課

静岡県：静岡市、川根本町
山梨県：南アルプス市、韮崎市、北杜市、早川町
長野県：伊那市、飯田市、富士見町、大鹿村

次に掲げる事業を推進する。
・南アルプスに関する情報の収集に関すること
・南アルプスの保全と適正な利用の促進に関すること
・南アルプスの情報発信に関すること

№９
南アルプス世界自然遺産登録推進協議会

【事務局】静岡市

関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

生産農家・飲食業関係者・市民・学識経験者等

オクシズに点在する在来作物の保存やその活用方法について検討し、貴重な在来作物を後世
に残す事業を実施する。

№10
オクシズ在来作物連絡協議会

【事務局】静岡市

２-（２）-２）、３-（２）-２）-③、４-（１）-３）-①・②

中山間地振興課
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関連施策番号

担当課

構成メンバー

事業内容

【事務局】静岡市

３-（２）-６）-①・②・③

中山間地振興課

支 部 長 ：静岡市経済局農林水産部中山間地振興担当部長
副支部長：静岡中央警察署地域課長、静岡市山岳連盟会長
事務局長：静岡市経済局農林水産部中山間地振興課長
監　　事：中部電力㈱静岡営業所長、㈱特種東海フォレスト総務部常務取締役
会　　員：静岡県危機管理部消防保安課長、静岡県文化・観光部観光交流局観光政策課長、
　　　　　静岡県警察本部山岳遭難救助隊長、静岡市消防局警防部警防課長、
　　　　　静岡市消防局山岳救助隊隊長、静岡市観光交流文化局スポーツ振興課長、
　　　　　静岡市観光交流文化局観光交流課長、静岡市市民局井川支所長、
　　　　　静岡市環境局環境創造課エコパーク推進担当課長、
　　　　　静岡県山岳連盟会長、井川山岳会会長、加藤商事（資）井川事業所長、
　　　　　しずてつジャストライン（株）営業部課長、大井川鐡道（株）運輸担当課長、
　　　　　静岡気象台観測予報管理官、（一財）日本気象協会静岡営業所長、
　　　　　静岡市消防団長、静岡市消防団静岡地区本部長、
　　　　　静岡市消防団静岡第32分団長、静岡市消防団静岡第33分団長、
　　　　　静岡市消防団静岡第35分団長、静岡市消防団静岡第38分団長

　登山者等による遭難の未然防止のため関係行政機関、民間団体等と相互に緊密な連絡を図
るとともに、必要な対策を行うため、次の事業を実施する。
・春、夏、冬季登山シーズンの登山相談所の開設
・登山道や登山関連施設に必要な事故防止のための備品、救助用具等の購入
・南アルプスの登山道や登山時の注意事項等を掲載したガイドブックの発行
・国土地理院と連携した登山道調査（地図上の誤りの修正）
・遭難事故発生時の民間救助隊派遣手続き

№11
静岡県山岳遭難防止対策協議会静岡市支部
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７ 進捗管理 

（１）年次報告書の作成・公表 

実行計画に基づく事業の進捗等を年次報告書にとりまとめ、公表します。 

また、年次報告書の構成は次のとおりとし、翌年度 10 月頃に公表します。 

 

 

 

 

（２）ＰＤＣＡサイクルの活用 

関係局により構成する「南アルプスユネスコエコパーク事業統括会議」において、各

種事業の進捗や評価指標の現状を把握し、“人と自然の共生”を考慮した事業が行われ

るよう、適切な見直しを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（ＰＬＡＮ） 

見直し（ＡＣＴＩＯＮ） 

◆事業・取組、評価指標の適切

な見直し 

◆国、静岡県、地域、南アルプ

ス全域との連携促進 
計画の評価（ＣＨＥＣＫ） 

 

◆各種事業の実施状況の把握 

◆評価指標の現状把握 

実施（ＤＯ） 

総合分析 

◆事業全体の課題を分析し、改

善策や今後の方向性を示す 

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク 

事
業
統
括
会
議 

専門家等（必要に応じ） 

【年次報告書の構成】 

 ・評価指標の現状      ・各種事業の取組結果 

 ・総合分析         ・各種モニタリングデータ  等 

情報の公開・発信 


